
告

示

一

監
理
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

社
団
法
人
日
中
産
業
技
術
交
流
協
会

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
一
丁
目
五
番
二
号

二

実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

イ
ワ
テ
・
プ
リ
ミ
ー
ト
株
式
会
社

岩
手
県
紫
波
郡
紫
波
町
星
山
字
間
野
村
六
十
七

番
地
の
五

食
品
加
工

株
式
会
社
富
田
鉄
工
所

茨
城
県
土
浦
市
並
木
五
丁
目
四
千
百
八
番
地
の

二

溶
接

有
限
会
社
テ
ク
ノ
ム
ゲ
ン

栃
木
県
下
都
賀
郡
藤
岡
町
大
字
赤
麻
三
千
二
百

四
十
三
番
地
十

溶
接

有
限
会
社
ホ
ン
ゴ
ウ

栃
木
県
下
都
賀
郡
藤
岡
町
大
字
赤
麻
三
千
二
百

七
十
二
番
地
四

溶
接
、
機
械
加
工

株
式
会
社
竹
沢
精
機

栃
木
県
下
都
賀
郡
藤
岡
町
大
字
藤
岡
二
千
七
百

四
十
三
番
地

溶
接

関
東
甲
陵
株
式
会
社

群
馬
県
邑
楽
郡
板
倉
町
大
字
海
老
瀬
千
四
百
十

番
地

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形

株
式
会
社
多
田
紙
工

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
松
本
一
丁
目
十
六
番

一
号

製
本

株
式
会
社
春
日
井

埼
玉
県
熊
谷
市
妻
沼
東
五
丁
目
八
十
八
番
地

機
械
加
工

株
式
会
社
イ
ズ
ミ
技
研

埼
玉
県
熊
谷
市
弥
藤
吾
四
百
五
十
六
番
地
五

溶
接

赤
城
乳
業
株
式
会
社

埼
玉
県
深
谷
市
上
柴
町
東
二
丁
目
二
十
七
番
地

一

食
品
加
工

甲
陵
樹
脂
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
下
間
久
里
四
百
八
十
五
番

地

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形

東
北
甲
陵
株
式
会
社

埼
玉
県
越
谷
市
大
字
下
間
久
里
四
百
八
十
五
番

地

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形

株
式
会
社
栄
宝
器
機

埼
玉
県
入
間
市
大
字
中
神
百
十
四
番
地
一

工
場
板
金
、
溶
接

平成™™年�月™ 日 木曜日 第œš�›号官 報

基
準
点
測
量
作
業
規
程
準
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

基
準
点
測
量
作
業
規
程
準
則
（
昭
和
六
十
一
年
総
理
府

令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
基
準
点
の
測
量
」
の
下
に「（
以
下
「
基
準

点
測
量
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
条

削
除

第
五
条
中
「
基
準
点
測
量
」
の
下
に「（
補
助
基
準
点
の

測
量
（
以
下
「
補
助
基
準
点
測
量
」と
い
う
。）を
除
く
。）」

を
、「
電
子
基
準
点
を
い
う
。」の
下
に
「
以
下
本
条
に
お
い

て
同
じ
。」を
、「
水
準
点
を
い
う
。」の
下
に
「
以
下
本
条
に

お
い
て
同
じ
。」を
加
え
、「
四
等
三
角
点
」
を「
基
準
点（
補

助
基
準
点
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

補
助
基
準
点
測
量
は
、
基
本
三
角
点
若
し
く
は
基
本

水
準
点
、
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
証
さ

れ
若
し
く
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

基
準
点
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
精
度
を
有
す
る
基

準
点
を
基
礎
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
一
項
中
「
四
等
三
角
点
」
を
「
基
準
点
」に
、

「
令
別
表
第
一
」
を
「
国
土
調
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

七
年
政
令
第
五
十
九
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）別
表
第

一
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
四
等
三
角
点
」
を
「
基
準
点
」

に
改
め
、
同
条
中
「
四
等
三
角
点
」
を
「
基
準
点
（
補
助

基
準
点
を
除
く
。）」に
改
め
、「
基
準
点
測
量
」の
下
に「（
補

助
基
準
点
測
量
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
主
と
し
て
田
、
畑

又
は
塩
田
が
占
め
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
」
を「
そ
の
他
」

に
改
め
、「
、
主
と
し
て
山
林
、
牧
場
又
は
原
野
が
占
め
る

地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
あ
つ
て
は
四
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
一
点
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

補
助
基
準
点
は
、
補
助
基
準
点
測
量
を
行
う
地
域
に

努
め
て
均
等
に
配
置
し
、
そ
の
密
度
は
、
主
と
し
て
宅

地
が
占
め
る
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
あ
つ
て
は

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
二
十
五
点
、
そ
の
他
の
地
域

に
あ
つ
て
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
四
点
を
標
準
と

す
る
。

第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
中
「
四
等
三
角
点
」
を
「
基

準
点
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
街
区
基
準
点
測
量
作
業
規
程
準
則
の
廃
止
）

第
二
条

街
区
基
準
点
測
量
作
業
規
程
準
則
（
平
成
十
六

年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
八
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
及
び
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
六
百
九
十
五
号
（
電
気
通
信

事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

第
二
十
二
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
ノ
ー
ト
ブ
ッ

ク
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
紛
失
又
は
盗
難

に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
本
人
に
対

し
て
二
次
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
技
術
的
保
護

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
二
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
が
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
紛
失
、
盗

難
、
破
損
等
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、か
つ
、

本
人
に
対
し
て
二
次
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
技

術
的
保
護
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

第
二
十
二
条
第
三
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
が
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
紛
失
、
盗

難
、
破
損
等
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、か
つ
、

本
人
に
対
し
て
二
次
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
技

術
的
保
護
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
四
半
期

内
に
発
生
し
た
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
の
事
実
関
係
を

当
該
四
半
期
経
過
後
遅
滞
な
く
報
告
す
る
こ
と
を
も
っ

て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
八
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
三
号
）
第
一
条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
理
団
体
を
第
一
号
の
と
お

り
告
示
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第

十
六
号
）
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
技
能
実
習
を
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
金
融
庁
告
示
第
八
十
五
号

連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す

る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）
第
一

条
の
二
第
一
号
ニ
及
び
第
九
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る

規
則
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
企
業
会
計
の
基

準
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
一
年
金
融
庁
告
示
第
六
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年

七
月
二
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日

金
融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

第
二
条
中
「
国
際
会
計
基
準
委
員
会
財
団
」
を
「
国
際

財
務
報
告
基
準
財
団
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
」を「
平

成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

別
表
二
中
「国

際
財
務
報
告
解
釈
指
針
委
員
会

」を「国
際
財
務
報
告
基
準
解
釈
指
針
委
員
会
、
国
際
財
務
報
告
解

釈
指
針
委
員
会

」
に
改
め
る
。

›
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